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HP Twitter YouTube

私たちは持続可能な開発目標 (SDGs) を支援しています。

環境省 平成22年度環境技術実証事業
ヒートアイランド対策技術分野



「日陰」の効果を利用した
金属折板屋根の遮熱・断熱システム
「日陰」の効果を利用した
金属折板屋根の遮熱・断熱システム

金属折板屋根は低コスト・短期での施工が可能であり、工場・倉庫・商業施設など、様々な建物に
対し、多く導入されています。その反面、熱伝導率が高い鋼板製であるため、夏季の暑さ・冬季の
寒さの影響を受けやすく、頭を悩ませる機会も増えてきております。『 冷えルーフ 』は、そのよう
な金属折板屋根の悩みを解決する為に開発された遮熱・断熱システムです。
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冷えルーフの効果
冷えルーフはポリエチレン系樹脂製のシートを採用しています。
折板屋根に対し、80％程度をカバーすることで、様々な効果が得られます。

冷えルーフのしくみ
冷えルーフ
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※参考数値

冷えルーフとは

低コスト低コスト

5 年保証5 年保証

他工法の 1/2 程度で提案可能

施工後 5年間、年 1回の
無償点検を通じて保証

維持費ゼロ維持費ゼロ

長 寿 命長 寿 命

燃料・電力などは不要

耐候性能：約 10年

効果持続性効果持続性

短期施工短期施工

汚れによる効果の低減なし

1,000 ㎡：1日で完了
移設もかんたん

冷えルーフの特徴

冷えルーフの取付可能な屋根
大型の建物に多いハゼ式タイプと、小規模な建物などにみられる重ね式タイプの金属折板
への施工が可能です。嵌合式等、その他の屋根につきましてはお問い合わせください。

ハゼ式 重ね式折板屋根 折板屋根

https://www.youtube.com/watch?v=uWM5XzOKg6Y
https://www.youtube.com/watch?v=l0gcXecHsfI


35℃を超える猛暑日が連日続く事も多くなり、夏の暑さ
は年々厳しさを増しています。そんな夏の日には、金属
折板屋根が80℃に迫る温度まで上昇し、これが輻射熱
として屋内にジリジリと伝わり『暑い！』と不快に感じ
るようになります。
『冷えルーフ』による温度低減の効果は、サーモグラ
フィーで見ると一目瞭然。屋根の温度低下により、屋
内への輻射熱の影響も小さくすることが可能です。

こんな困りごと
　　ありませんか？

・室温が熱い
・冷房が効きづらい
・熱中症対策をしたい
・暑くて従業員の
　　  作業効率が悪い

室温上昇が課題だった
物流倉庫では…

5℃

1

一年を通して使用している空調の電気
使用量低減にも寄与します。日々の電気
使用量が低減することにより、デマンド
値を下げることも可能となります。

施工前は２FのWBGT指数が高く、屋根温度に起因する環境悪化を確認。冷えルーフ
施工後は１F、２Fで環境にほとんど差がない状態にすることができました。

風によってシート下の空気層の熱ごもりが解消され
るため、風速があるほど夏場の空調費削減率が上が
ります。

-¥380,000 -¥180,000
+ ＝ -¥560,000 /年

検証には、熱中症暑さ指数計を用いて実施。1Ｆ・2Fの施工前と施工後の測定比較の結果、改善効果が確認できました。
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冷えルーフ

2Ｆ：シングル折板屋根　　天井高 約 4ｍ
1Ｆ：コンクリート床　　　天井高 約 4ｍ

熱中症暑さ指数計
SK-150GT
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❶ 2F の方が屋内は高温⇒屋根からの熱影響大！
❷冷えルーフ施工によって、２F温度が大幅に低下！
❸また 1F・2Fの屋内温度差が非常に小さくなります！

https://www.youtube.com/watch?v=xas5nlYgtwE
https://www.youtube.com/watch?v=1amyxhW-Krk


暖房をしているにも関わらず、屋内が温かくならないのは、
折板屋根からの放射冷却（放熱）が原因かもしれません。シー
トと屋根の間の空気層は、屋内の温まった空気を逃がさな
いようにする断熱層としても機能します。
この断熱層により、折板屋根上下の温度差を小さくできる
ので、屋根裏面の結露の抑制にも貢献します。

こんな困りごと
　　ありませんか？

・朝の冷え込みを抑えたい
・暖房が効きづらい
・結露に悩んでいる

UP

＋6℃

屋根からの放射熱を遮るものが無く、
夜間の放射冷却による温度低下が著し
い。屋根裏の結露も多くみられる。

シート下の空気層が屋根からの放射線
熱を抑え、さらに積雪によって屋根が
直接冷やされるのを緩和させます。

シートによって屋根からの放射線熱が
遮られ、シート下の空気層の熱が逃げ
にくくなり、高い保温効果を発揮。

3

放射冷却を抑えることができるので、結露も抑
えることができます。
コンクリート二次製品の工場での事例では、場
内に蒸気を発生させる工程があり、冬場の結露
に悩まされていました。改善されるかを検証す
るために 1 枚だけ設置し経過観察を実施しまし
た。（写真①）冷えルーフを設置した部分のみ結
露していない状況が確認できました。（写真②）

折板屋根に太陽光が直接当たりにくくなり、屋根温度の
平準化が図れるため、音鳴りの抑制が可能です。

冷えルーフのシートで雨やあられを受けることで、金属屋根
をたたく雨音が低減されます。

折板屋根に直接紫外線が当たらなくなるため、塗装面の劣化や錆の発生などの
タイミングを遅らせ、屋根の長寿命化につながります。

- 7～ 9dB
普通の会話の音量が静かな
事務所の音量になるイメージ

- 15～16dB
交通量の多い道路の音量が
普通の会話の音量になるイメージに対応します！に対応します！

集中豪雨
ゲリラ豪雨
集中豪雨
ゲリラ豪雨

突発的な突発的な
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https://www.youtube.com/watch?v=5dqL1Mz0yVo
https://www.youtube.com/watch?v=KhHrX8fw4f8


①墨出しの後、専用金具を
　配置

②シートを広げ、金具に締付
　けて取付

③金具を増締めの後、防錆用
　キャップを取付けて完了

『冷えルーフ』はこれまでに、様々な建物に採用されております。
また、海外でも効果が認められ、施工事例が増えております。

①屋根上のボトルに専用金具
　を取付

②鋼材でシートを固定する
　枠組みを設置

③以降はハゼ式同様に施工を
　行います

※10年経過



●冷えルーフシート
●標準取付金具一式
●5 年間の性能保証付（性能が保持されない場合は補修または交換含む）
●施工後 1 ヶ月点検
●年次点検（保証期間内サービス）

●特許・実用新案・商標登録取得済み
●施工特約店制度（責任施工）
●製造物責任（PL）保険
●工事中の賠償責任保険加入
●耐候試験実施（JISA1415）
●耐風圧性能試験・風洞試験実施
建築基準法の基準風速 40m/s にも安全上支障が無い構造耐力であることを確認

●国土交通大臣認定（DR-0871）
屋根葺き材の飛び火性能試験（建築基準法第 22 条第 1 項並びに第 63 条）
防火地域または淳防火地域内の建築物の屋根の基準に適合
（法第 63 条ならびに法施工令第 136 条の 2 の 2 第一号及び第二号）

試験機関：工業試験場および大学

試験機関：財団法人建材試験センター

製品情報

標準仕様 【標準施工価格に含まれます】

気になるポイント

施工面積
屋根面積の
80％程度 屋根面積の

150％以上
屋根面積の
100％

屋根面積より
少ない

1 ～ 2 週間
その他に植物の
養生機関が必要

◎
移設可能

◎

× × △

〇 〇 〇

× ◎ 〇
× 〇 〇
× ◎ 〇
〇 × 〇
〇 ◎ 〇

◎
◎
◎
◎
〇

メンテナンスフリー
5年間の保証期間中

年 1回のメンテナンスサービス

ハゼ式：1 ㎏ /㎡
重ね式：5 ㎏ /㎡

約 1 日 1～ 2 週間

荷重制限を
受けない

遮熱効果を保つ
ために定期的に
清掃が必要

水やりなどの
メンテナンスが必要

荷重制限を
受ける場合あり

荷重制限を
受ける場合あり

1 ～ 2 週間
※ハゼ式1,000 ㎡の場合
施工期間

屋根荷重

メンテナンス

移動・再設置

遮熱効果

保温効果

結露緩和効果

雨音低減効果

音鳴り緩和効果

建物保護効果
※独自に調査したもので実際と異なる場合があります。

冷えルーフ

メンテナンスフリー

折板屋根は屋根の表面積が屋根面積よりも大きくな
ります。塗装と比べて施工面積が約半分となります。

冷えルーフの点検と同時に屋根状態も確認します。
点検後には写真付きの報告書を提出しています。

屋根に穴をあけない工法のため、賃貸建屋に対
しても提案可能です。（撤去・再設置費用は別途）

「日陰」の効果を利用した遮熱工法のため、汚
れなどによる経年的な効果低減はありません。

https://www.308-al.co.jp/environment/ugokasse/
https://www.308-al.co.jp/environment/taisaku3/
https://www.308-al.co.jp/environment/bishatto/
https://www.308-al.co.jp/environment/taisaku3/
https://www.308-al.co.jp/environment/dot-screen/



